
2026 被爆者の講演のつどい【参加申込】　　　FAX: 076（442）3033　

　お名前等をご記入のうえＦＡＸでお送りください、 申込フォームからの会場参加申込も可能です

氏名 電話番号会場 
参加

当会ウェブサイトの申込フォームから申込ください

http://toyama-hankakuishi.net
オンライン 
参加

【問合せ】
TEL:076（442）8000

2026 年 被爆者の講演のつどい

（はますみ　じろう）
1946年2月、広島市矢賀町生ま
れ。1945年8月6日、母親の胎
内3ヶ月で被爆。母は、父を探す
ため、翌7日・8日に爆心地から
500㍍の地に入市。
大学入学で上京。卒業後、稲城
市役所に入職。社会教育に携わ
る。父の没年49歳と同じ年月を
重ねた1994年から、あの日、何
があったのかを兄姉に尋ね、被
爆体験として語るように。2003
年3月「稲城市原爆被爆者の会」
結成、2012年より会長。2015年
5月、2022年8月、2026年5月と
NPT再検討会議に参加。2015年
より日本原水爆被害者団体協議
会事務局次長、2025年6月同事
務局長。稲城市在住。

■後援　富山県被爆者協議会、富山県被爆 2世・3世の会、
　　　　富山県保険医協会

■主催　核兵器廃絶をめざす富山医師・医学者の会

“生まれる前から被爆者だった”
胎内被爆者として参加した NPT 再検討会議

　濱住 治郎 さん
日本原水爆被害者団体協議会
（日本被団協）　事務局長お話しする人

※濱住さんはリモート（遠隔地）で講演されます

富山県戦時下の暮らし展
8/13（木）～　8/18（火）

会場　　富山県民会館　ギャラリーＢ
入場時間　9：00 ～ 17：00
入場料　　無料
主催　富山県戦時下の暮らし展実行委員会
問合せ先　富山県厚生企画課　076-444-3199　　

　被爆者 11 万 3,649 人のうち
胎内被爆者は 6,602 人。障がい
を持って生まれたり、がんなど
の病気に苦しんだり、早くに亡
くなったりする人も多く、若い
細胞の胎児だったからこそ放射
線の影響を大きく受けました。

　胎内被爆者として核兵器廃絶
を訴えてきた濱住さんは、2015
年から連続して核不拡散条約（Ｎ
ＰＴ）再検討会議に参加してい
ます。またしても不調となった
今年の再検討会議は濱住さんの
目にどう映ったのでしょうか。

 富山電気ビル　2 階 202 号室

 8月11日（火・祝）とき

ところ

※オンライン参加も可能です

　参加無料
　（オンラインでの申し込みは → ）

　富山大空襲展
7/30（木）～ 8/5（水）

会場　ウィング・ウィング高岡
（高岡市生涯学習センター 1 Ｆ交流スペース）

入場時間　10:00 ～ 19:00
入場料　　無料

主催　「富山大空襲展」高岡巡回展
実行委員会

共催　高岡市、富山大空襲を語り継ぐ会

富山大空襲８１年平和祈念事業
～高岡巡回展～

降り注ぐ焼夷弾により燃え盛
る富山市街

＊最終日は 16:00 終了

今年の夏に開催される戦争や平和について考えるイベントを紹介します

14：00
～ 15：30


